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【表彰を受けた伏原老人クラブ寿会のみなさん】 

15年間地域の衛生活動 

No. 246 

活動優良地区として表彰受ける 
赤池伏原の老人クラブ寿会（平井安男会長ほか59人）が地域の衛生活動優良地区として、田川地区衛生組織連 

合会長より表彰を受けました。 

伏原寿会は、昭和43年6 月に結成されましたが、ちょうどその頃、地域で害虫が多発し、また伝染病の発生な 

どもあり、老人会結成を機に衛生活動に取り組むようになりました。 

以来15年間、活動を続け現在では毎月第1日曜日を地区の消毒と清掃の日と決め、下掛水路の清掃などのほか 

各人が役場経由で納品された消毒液を持ち帰り、便所や家の周辺の消毒を行っています。 

このような長年にわたる地域の活動が認められ今回、衛生活動の優良地区として、表彰を受けました。 
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昭和58年度一般会計当初予算決まる 
昭和58年度一般会計当初予算（単位：千円） 
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 256.847(6.8%) 住宅課が新設されます 議 

交付金 
16.970(0.4%) 

町 債 
291.800 
(7.7%) 

な3；孫譲i藻藻譲繰繰繰g藻 諸収入 
454.685 
(12%) 

昨年とほぼ同程度の予算規模 

財産収入 
134.871 
(3.6%) 

建設課は建設鉱害課に 

税務徴収課は税務課に 案 
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昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
が
、
六
月
定
例
町
議
会
で
可
 

△
 

決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

△
 

今
年
度
は
、
昭
和
十
四
年
の
町
制
施
行
以
来
、
初
の
暫
定
予
算
を
編
成
△
 

成
し
、
最
低
限
度
の
予
算
執
行
に
努
め
て
来
ま
し
た
。
 

△
 

予
算
総
額
と
し
て
は
、
三
十
七
億
八
千
六
百
四
万
八
千
円
、
対
前
年
 

度
伸
率
八
・
二
打
ト
で
す
が
、
今
年
度
は
、
前
年
度
繰
上
充
用
金
（
歳
 

入
が
歳
出
に
不
足
す
る
場
合
、
翌
年
度
の
歳
入
を
繰
り
上
げ
て
そ
の
年
 

度
の
歳
入
に
充
て
る
こ
と
）
二
億
七
千
万
円
を
当
初
か
ら
計
上
し
て
い
 

ま
す
の
で
、
実
質
的
に
は
、
伸
率
〇
・
五
努
ト
の
前
年
と
ほ
ぼ
同
程
度
 

の
予
算
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

財 

源 

緊
縮
地
方
財
政
の
中
で
、
当
町
唯
一
 

の
歳
入
一
般
財
源
の
地
方
交
付
税
も
、
 

ま
だ
流
動
的
で
す
が
、
マ
イ
ナ
ス
二
、
 

六
打
ト
程
度
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

単
年
度
収
支
で
、
約
一
億
三
千
万
円
 

不
足
し
ま
す
が
、
赤
池
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
 

の
財
産
売
却
等
を
行
い
、
収
支
の
バ
ラ
 

ン
ス
を
取
る
予
定
で
す
。
 

地方 
交付税 
1. 515. 642 
(40%) 

懸難7%) 3.7867 %),  ・048 
＼昭和58年度第7回6月定扉丁嘉へ 

、
 

o
昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
予
算
廿
 

予
算
総
額
三
十
七
億
八
千
六
百
四
万
 

八
千
円
、
対
前
年
伸
率
八
・
二
打
ト
の
 

一
般
会
計
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

（
詳
し
く
は
二
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）
 

0
赤
池
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
 

す
る
条
例
の
制
定
廿
税
外
徴
収
（
各
 

種
使
用
料
等
）
の
徴
収
率
向
上
を
は
か
 

る
と
と
も
に
公
営
住
宅
の
管
理
運
営
、
 

新
築
資
金
等
の
貸
付
金
返
還
、
鉱
害
復
 

旧
（
公
共
物
件
）
の
実
施
等
、
多
様
化
 

す
る
行
政
の
諸
問
題
に
対
処
す
る
た
め
 

事
務
機
構
の
一
部
改
革
案
が
可
決
さ
れ
 

一
 

分担金・負担金 
94.352(2.5%) 

国庫支出金 
680.586 
(18%) 

議会費66. 438 (1. 8%) 
使用料・手数料 
53. 958 (1. 4%) 

衛生費 
150. 514 (4%) 

前年度繰上充用金 
) 270・000(7・1%) 

諸支出金 総務費 
266.146 

(7 %) 

126.393 
(3.3%) 

事 

業 

Zコ、 △ △ △ △ Z二、 

起
債
（
借
金
）
制
限
な
ど
を
考
慮
し
 

て
緊
急
重
要
で
、
国
庫
補
助
対
象
お
よ
 

び
地
方
交
付
税
算
入
事
業
を
中
心
に
計
 

上
し
ま
し
た
。
 

福 

祉 

現
状
維
持
を
保
ち
編
成
し
ま
し
た
が
 

限
ら
れ
た
財
源
で
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
 

民生費 
657.462 
(17.4%) 

「 、 

3.786.048 

公債費 
740.491 
(19.6%) 

教育費 
247.639 
(6.5%) 

労働費 
649.236 
(17.2%) 

農林水産業費 
211.913 
(5.6%) 

消防費 
76. 158 (2%) 

土木費 
231.196(6.1%) 

昭
和
五
十
八
年
第
七
回
六
月
定
例
町
議
会
は
、
六
月
十
四
日
か
ら
一
一
 

十
一
日
ま
で
、
八
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
 

計
予
算
な
ど
七
つ
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
第
五
支
所
集
会
所
建
設
に
関
す
る
請
願
な
ど
六
つ
の
請
願
が
 

審
議
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
ほ
か
、
二
件
の
報
告
事
項
、
 
一
般
質
間
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ま
し
た
。
 

こ
れ
に
よ
り
、
七
月
一
日
か
ら
住
宅
 

課
が
新
設
さ
れ
、
建
設
課
が
建
設
鉱
害
 

課
に
、
税
務
徴
収
課
が
税
務
課
に
改
め
 

ら
れ
ま
し
た
。
 

o
赤
池
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
 

改
正
す
る
条
例
の
制
定
廿
新
し
く
課
 

が
設
置
さ
れ
た
の
で
、
常
任
委
員
会
の
 

分
掌
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

〇
赤
池
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
 

も
の
の
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
に
関
 

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
 

制
定
廿
年
報
酬
を
支
給
さ
れ
る
人
で
、
 

年
度
途
中
に
就
任
、
退
任
、
死
亡
し
た
 

場
合
の
支
給
方
法
が
日
割
計
算
で
支
給
 

さ
れ
る
な
ど
明
確
に
さ
れ
ま
し
た
。
 

o
赤
池
町
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
 

す
る
条
例
の
制
定
廿
団
長
、
副
団
長
 

本
部
長
、
副
本
部
長
お
よ
び
分
団
長
の
 

任
期
は
四
年
と
な
り
、
団
員
定
数
が
現
 

行
の
二
百
人
か
ら
百
五
十
人
と
な
り
ま
 

し
た
。
ま
た
年
報
酬
の
支
給
方
法
が
明
 

確
化
さ
れ
ま
し
た
。
 

o
赤
池
町
支
所
お
よ
び
駐
在
設
置
条
例
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
ー
 

支
所
長
、
駐
在
員
の
年
報
酬
が
引
き
上
 

げ
ら
れ
、
そ
の
支
給
方
法
が
明
確
化
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

え
る
た
め
今
ま
で
に
な
い
発
想
の
転
換
 

に
心
が
け
福
祉
行
政
に
取
り
く
み
ま
す
。
 

財 

政 

再 

建 

町
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
自
主
再
 

建
は
地
方
自
治
を
守
る
と
い
う
こ
と
が
 

理
念
で
あ
り
、
財
政
の
立
て
直
し
を
す
 

る
に
は
、
再
建
準
用
団
体
の
場
合
で
も
 

自
主
再
建
の
場
合
で
も
、
そ
の
厳
し
さ
 

に
変
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
、
準
用
再
建
団
体
に
な
っ
た
 

近
隣
町
村
を
み
て
も
、
地
方
公
共
団
体
 

と
し
て
の
機
能
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
 

も
ち
ろ
ん
、
町
独
自
の
福
祉
行
政
の
扶
 

助
費
、
各
団
体
活
動
助
成
金
な
ど
に
大
 

き
な
制
限
を
受
け
、
み
な
さ
ん
に
多
大
 

な
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

厳
し
い
町
の
台
所
事
情
で
す
が
、
一
」
 

の
苦
境
を
自
力
で
乗
り
越
え
る
た
め
み
 

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

商工費90.461(2.4%) 
一
 

o
赤
池
町
名
誉
町
民
の
選
任
井
規
定
に
 

よ
り
、
次
の
方
が
選
任
に
該
当
し
、
 

議
会
の
承
認
を
得
ま
し
た
。
な
お
、
こ
 

の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
行
条
例
の
再
 

検
討
を
行
い
、
選
任
の
内
容
等
に
つ
い
 

て
全
般
的
に
見
直
し
、
ま
た
、
他
町
村
 

の
実
情
等
を
も
調
査
し
、
九
月
定
例
会
 

に
再
度
上
程
の
予
定
で
す
。
〔
敬
称
略
〕
 

▽
井
上
牛
之
助
（
町
議
会
議
員
八
期
」

1 

十
二
年
、
八
十
歳
）
 

▽
池
田
勝
（
町
議
会
議
員
七
期
二
十
八
 

年
、
七
十
九
歳
）
 

▽
清
原
義
則
（
町
議
会
議
員
五
期
ニ
＋
 

年
、
七
十
二
歳
）
 

▽
小
松
千
太
郎
（
町
議
会
議
員
三
期
十
 

二
年
、
八
十
歳
）
 

▽
山
尾
繁
夫
（
町
議
会
議
員
三
期
十
一
一
 

年
、
七
＋
歳
）
 

▽
木
村
光
（
町
職
員
四
十
四
年
、
六
十
 

歳） 

▽
近
藤
利
春
（
町
職
員
四
十
年
七
カ
月
 

五
十
六
歳
）
 

▽
池
田
甲
子
生
（
町
職
員
三
十
四
年
一
一
 

カ
月
、
五
十
八
歳
）
 

▽
森
正
則
（
町
職
員
三
十
二
年
六
カ
月
 

五
十
三
歳） 

▽
長
谷
川
久
丸
（
町
職
員
三
十
年
三
カ
 

月
、
五
十
八
歳
）
 

（単位】万円） 

伸び率 

△ 0.3 

△ 1 .0 

△26.5 

△13.4 

58年度新設 

昭和58年度特別会計予算 

予 算 額 

48 , 584 

19 , 736 

21 , 185 

32 , 601 

40 , 096 

特 別 会 計 

町 立 病 院 事 業 

上 水 道 事 業 

住宅新築資金等貸付事業 

国民健康保険事業 

老 人 保 険 

町民ひとり当りの使いみち 
総 務 費 

27,522円 

衛 生 費 

15,565円 

麟 
そ の 他 

40,992円 

舞 

労 働 費 

67,139円 

鵬 
農林水産業費 

21 ,914円 

薦 
議 会 費 

6,870円 

麟 

民 生 費 

67 .989円 

傘 
土 木 費 

23,908円 

鳥 
消 防 費 

7,875円 

繍 

公 債 費 

76,576円 

騒 
教 育 費 

25,608円 

寮 
商 工 費 

9.354円 

鯨 

請 

願 

次
の
請
願
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
 

o
日
雇
健
康
保
険
制
度
の
存
続
、
確
立
 

に
関
す
る
請
願
‘
採
択
 

o
老
人
の
医
療
を
有
料
化
し
た
老
人
保
 

健
法
な
ら
び
に
老
人
を
医
療
か
ら
締
 

め
出
す
老
人
医
療
診
療
報
酬
体
係
の
 

即
時
是
正
を
求
め
る
請
願
書
‘
採
択
 

o
同
和
対
策
進
学
奨
励
金
の
給
付
に
つ
 

い
て
‘
採
択
 

o
外
国
人
登
録
法
の
改
正
を
求
め
る
請
 

願
‘
採
択
 

o
赤
池
町
第
五
支
所
集
会
所
建
設
に
関
 

す
る
請
願
‘
総
務
委
員
会
へ
付
託
、
 

継
続
審
査
 

o
三
区
公
民
館
住
民
広
場
（
河
川
敷
）
 

の
整
備
に
関
す
る
請
願
‘
総
務
委
員
 

会
へ
付
託
、
継
続
審
査
 

般 

質 

間 

次
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
一
般
失
業
対
策
事
業
の
六
十
年
検
討
 

期
に
対
す
る
町
の
考
え
方
は
‘
国
の
 

失
業
対
策
検
討
委
員
会
の
背
景
も
非
常
 

に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
六
十
五
歳
以
 

上
の
人
に
対
し
て
は
、
労
働
政
策
か
ら
 

福
祉
政
策
と
い
う
考
え
方
も
出
て
来
て
 

い
る
。
国
の
政
策
の
転
換
に
よ
り
失
業
 

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
い
う
背
景
も
あ
 

り
、
町
を
上
げ
て
制
度
を
存
続
、
発
展
 

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
 

る
。
方
数
削
減
に
対
し
て
は
、
田
川
独
 

自
、
筑
豊
独
自
の
考
え
方
も
、
国
、
県
 

に
強
く
要
望
し
て
い
く
。
し
か
し
、
制
 

度
の
存
続
が
な
さ
れ
な
い
と
、
町
と
し
 

て
も
、
極
め
て
重
大
な
決
意
を
し
な
け
 

れ
ば
な
ら
な
い
。
 

⑨
来
年
度
特
開
事
業
の
就
労
場
所
に
つ
 

い
て
‘
町
の
責
任
で
場
所
を
明
示
し
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
現
在
、
検
討
 

中
で
あ
る
。
 

⑥
老
人
保
健
法
制
定
後
の
町
の
取
り
組
 

み
に
つ
い
て
‘
老
人
福
祉
の
後
退
と
 

考
え
て
い
る
。
従
来
の
行
政
ペ
ー
ス
の
 

考
え
方
を
変
え
、
地
域
に
入
り
込
ん
だ
 

き
め
細
か
な
健
康
対
策
、
検
診
制
度
を
 

取
っ
て
行
き
た
い
。
 

⑨
福
祉
町
政
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
‘
 

福
祉
行
政
は
後
退
で
き
な
い
。
し
か
 

し
、
財
政
的
な
問
題
で
、
そ
の
上
積
み
 

は
む
つ
か
し
い
が
少
な
く
と
も
現
状
を
 

推
持
し
、
町
行
政
と
し
て
取
り
組
め
る
 

も
の
か
ら
取
り
上
げ
て
い
く
。
 

⑨
下
田
川
循
環
道
路
に
つ
い
て
‘
建
設
 

が
中
断
し
て
い
る
の
は
一
部
で
あ
る
。
 

町
有
地
等
に
か
か
わ
っ
て
い
る
箇
所
に
 

つ
い
て
は
、
町
で
処
理
す
る
が
、
県
の
 

工
事
で
あ
る
の
で
、
中
断
の
処
理
等
は
 

県
が
行
う
も
の
で
あ
る
。
早
期
完
成
を
 

期
待
し
て
い
る
。
 

⑥
町
部
水
害
お
よ
び
鉱
害
問
題
に
つ
い
 

て
‘
水
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
川
端
 

樋
管
、
岡
森
井
ぜ
き
等
年
々
改
善
さ
れ
 

て
い
る
が
、
抜
本
的
解
決
に
は
、
鉱
害
 

の
復
旧
が
ベ
ー
ス
に
な
ろ
う
。
 
町
が
主
 

体
的
に
で
き
る
の
は
、
町
道
の
か
さ
上
 

げ
で
あ
る
が
、
上
げ
高
等
、
復
旧
範
囲
 

に
つ
い
て
は
、
通
産
、
事
業
団
に
提
出
 

し
て
い
る
。
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五
月
十
七
 
日
か
ら
五
月
三
十
日
ま
 

で
第
十
三
 
回
「
福
岡
県
青
年
の
船
」
 

が
、
中
国
へ
の
旅
を
終
え
ま
し
た
。
赤
 

池
町
か
ら
は
、
池
田
さ
ん
と
友
定
さ
ん
 

が
参
加
。
 
お
二
人
に
感
想
文
を
書
い
て
 

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
掲
載
し
ま
す
。
 

人

と

の

出

合

い

 

笑

い

・

涙

・

を

 

池
田
 
義
雄
（
赤
池
六
一
八
の
九
）
 

私
が
、
こ
の
青
年
の
船
に
応
募
し
た
 

理
由
は
二
つ
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
 

一
つ
は
、
青
年
の
船
（
運
命
共
同
体
）
 

と
い
う
事
業
は
、
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
 

の
か
。
も
う
ー
つ
は
、
中
国
（
大
陸
）
 

へ
行
っ
て
見
た
か
っ
た
こ
と
。
 
こ
の
ー
ー
 

つ
で
あ
る
。
 

そ
し
て
、
私
自
身
、
こ
の
船
に
乗
り
 

感
じ
た
事
は
、
ま
ず
、
英
彦
山
で
の
厳
 

し
く
、
ま
た
、
楽
し
か
っ
た
事
前
研
修
 

に
始
ま
り
、
船
内
で
の
オ
ア
シ
ス
運
動
 

I 

イ 

休日救急医療センター 

の利用についてお願い 

休日救急医療センターは、急病や事故などで負 

傷された急患に応急的診療を行う施設として、日召 

和53年1月に設置されました。 

昭和57年度の年間受診者は1万人を越え、特に 

最近では、利用者が激増して1日の受診者が300 

人を越える日もあります。 

利用者の増加に伴ない患者さんの中には、急患 

以外の方も相当数見受けられ、一般休日診療所の 

ような状態になっています。 このため救急医療セ 

ンター本来の使命が十分発揮されない事態がおこ 

っています。 

救急医療センターは、初期救急医療を行う施設 

であることを十分認識していただき利用について 

のご協力をお願いします。 

なお、診療科目等は、次のとおりです。 

診療 日 日曜日および国民の祝日と8月14. 15 

日、12月31日、 1 月1・ 2 ' 3 日 

診療時間 昼間受付時間 

夜間受付一時間 

9 : 00 -11: 

13 : 00-46 : 

18 : 00-22 : 

診療科目 昼間一内科、小児科、外科 

夜間一内科、小児科 

30 

30 

30 

田JIはl“区休日救急医療センター 

（田川市新町11番47号廿田川⑤7199) 

 ノ 

赤池駅だよ‘) 

赤池町のみなさん、赤H」l駅をご利用いただきあ 

りがとうございます。 今、国鉄は赤字財政で苦難 

の道を歩いていますが、増収・合理化と赤字の解 

消にけんめいの努力を続けています。 

赤池町の玄関は赤池駅です。 赤池町の発展は赤 

池駅の発展が必要かと思います。 赤池駅の発展は 

みなさんの利用と協力が必、要です。 どうぞ赤池駅 

を可愛がって下さい。 

1． 今、赤池駅では筋湯温泉にてゲートソ」ぐール大 

会の団イ本を募集しています。 2泊3日で14,500円 

です。 （期日は7月22日～24日の予定） 

2． 旅行の際の指定券（新幹線、特色券、寝台券 

等）のお買求めは赤池駅に申し込み下さい。 

3． 通勤、通学定期は赤池駅でお買求め下さい。 

4． 旅行についてのお間合せ、切符の購入、何て冬 

もよろしいです。 国鉄のご相談は、電話でも受 

けイ寸けます。 

赤池町のみなさん、 どうぞ赤池駅をご利用下さい。 

お待ちしています。 赤 池 駅 長 

× 

圏圏 

n
 

, 
つ

れ

づ

 れ

に

 

田

 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
 
た
か
し
 

園
児
ら
と
今
日
の
園
庭
春
惜
し
む
 

葉
桜
の
影
園
児
ら
と
憩
ふ
な
り
 

パ
ー
ト
増
え
初
夏
の
厨
の
声
若
し
 

こ
い
の
ぼ
り
は
 

壁
三
間
鮭
職
貼
る
荘
の
意
気
 

沸
き
し
湯
に
菖
蒲
の
青
さ
香
の
満
て
り
 

た
た
 

菖
蒲
湯
の
香
り
健
や
か
身
を
湛
ふ
 

こ
 

あ
な
い
 

娘
の
案
内
京
の
薄
暑
を
老
い
旅
す
 

し
た
た
 

新
緑
の
滴
る
峡
の
山
麓
 

法
話
日
の
広
間
に
匂
ふ
若
葉
風
 

，」き 
斎
料
理
豆
飯
に
そ
へ
豆
腐
汁
 

叱
ノ
ニ
ー
「
い
 

、洪 

纂
 

」為 

で
 

前
 
ん
 

の
 
さ
 

？
 
定
 

ル
 
友
 

テ
 
と
 

は

相

 

店
 
ん
 

飯
 
さ
 

州
 
田
 

杭
 
池
 

や
楽
し
い
日
々
。
 
そ
し
て
雄
大
な
ス
ケ
 

ー
ル
の
中
国
大
陸
と
中
国
の
人
び
と
の
 

純
朴
さ
や
ま
じ
め
さ
、
そ
れ
に
勤
勉
さ
 

そ
し
て
、
別
れ
の
際
の
熱
い
感
動
で
あ
 

る。 た
っ
た
十
四
日
間
で
、
こ
れ
だ
け
の
 

多
く
の
人
び
と
と
出
合
い
、
語
ら
い
、
 

笑
い
、
涙
を
流
す
事
の
で
き
た
こ
の
青
 

年
の
船
を
降
り
て
私
は
今
、
私
た
ち
を
 

行
か
せ
て
く
だ
さ
っ
た
県
民
の
皆
さ
ん
 

「
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
四
 

の
お
礼
と
共
に
、
赤
池
町
青
年
の
皆
さ
 

ん
に
、
ど
ん
ど
ん
乗
っ
て
も
ら
え
る
プ
」
 

と
を
願
い
ま
す
。
 

友

達

に

会

っ

た

 

よ

う

な

感

覚

で

 

友
定
香
代
子
（
伏
原
三
九
六
の
ニ
）
 

五
月
十
九
日
、
上
海
市
に
上
陸
。
 

熱
烈
歓
迎
が
響
き
渡
る
、
初
め
て
の
 

外
国
だ
が
、
外
国
で
は
な
く
、
友
達
に
 

会
い
に
来
た
よ
う
な
感
覚
で
、
参
観
地
 

へ
向
か
う
バ
ス
に
乗
り
、
杭
州
へ
行
き
 

。
 

六
月
二
日
の
句
会
は
蓋
田
へ
蛍
観
に
 

行
く
事
に
な
っ
た
。
途
中
田
植
の
す
ん
 

だ
所
も
あ
れ
ば
、
ま
だ
耕
運
機
の
音
を
 

激
し
く
立
て
な
が
ら
鋤
い
て
い
る
所
も
 

か
な
り
目
に
つ
く
。
川
の
向
い
の
代
田
 

だ
け
の
暮
れ
残
っ
て
水
明
り
が
蛍
を
呼
 

ぶ
か
に
き
ら
き
ら
と
0

対
岸
の
叢
の
中
 

に
蛍
が
い
る
。
一
匹
の
宵
蛍
の
点
滅
が
 

何
か
し
ら
も
の
哀
し
く
感
じ
ら
れ
る
0
 

「
蛍
火
や
汝
の
そ
の
後
の
こ
と
を
ふ
と
」
 

は
る
の
女
 

こ
の
一
匹
が
き
っ
か
け
と
し
て
次
々
と
 

飛
び
始
め
た
。
屋
敷
内
を
蛍
が
飛
ん
で
 

い
る
。
少
々
羨
ま
し
い
気
が
心
を
か
す
 

め
る
。
私
達
が
感
じ
て
い
る
程
こ
の
辺
 

の
人
び
と
は
蛍
に
関
心
が
な
い
の
か
も
。
 

蛍
の
出
る
間
中
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
の
 

だ
か
ら
。
だ
っ
た
ら
年
に
一
度
蛍
に
憧
 

れ
て
見
に
行
く
私
達
の
方
が
感
動
が
大
 

き
く
倖
せ
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
も
う
 

来
週
は
今
日
の
蛍
に
会
う
こ
と
も
あ
る
 

ま
い
。
本
当
に
束
の
間
の
出
会
い
だ
。
 

来
年
ま
で
、
こ
の
光
を
心
の
奥
に
秘
め
 

次
の
日
、
二
十
日
に
、
杭
州
大
学
へ
行
 

き
、
日
本
語
の
勉
強
を
し
て
い
る
学
生
 

達
と
、
 

一
対
一
で
、
話
し
が
で
き
ま
し
 

た
 。

 し
か
し
、
質
問
し
て
返
っ
て
来
た
答
 

え
は
、
決
め
ら
れ
た
事
と
思
わ
れ
る
も
 

の
ば
か
り
で
し
た
。
そ
れ
に
中
国
で
は
 

中
日
友
好
と
書
き
、
日
本
で
は
、
日
中
 

友
好
と
書
い
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
 

真
の
友
好
は
、
ま
だ
遠
い
気
が
し
ま
し
 

た
 。

 船
内
生
活
は
、
ど
れ
も
楽
し
く
、
団
 

体
生
活
、
人
間
関
係
等
、
と
て
も
勉
強
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

“
ン
ん
●
●
き
I
ぐ
ぐ
I
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ん
、
，
ん
ン
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
虜
 

青

柳

徳

実

氏

死

去

 

故 

青柳徳実氏 

病
気
療
養
中
だ
っ
た
赤
池
町
消
防
団
 

団
長
、
青
柳
徳
実
氏
が
、
六
月
八
日
死
 

去
さ
れ
ま
し
た
。
六
十
六
歳
で
し
た
。
 

青
柳
氏
は
、
上
野
焼
窯
業
を
営
み
な
 

が
ら
、
昭
和
四
十
一
年
か
ら
赤
池
町
消
 

防
団
団
長
と
し
て
、
災
害
発
生
時
の
団
 

員
指
揮
指
導
、
消
防
施
設
の
整
備
拡
充
、
 

団
員
の
教
養
訓
練
の
実
施
な
ど
に
尽
万
 

さ
れ
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
、
日
本
消
 

防
協
会
よ
り
功
績
章
を
、
昭
和
四
十
七
 

年
に
は
、
福
岡
県
消
防
協
会
よ
り
永
年
 

勤
続
者
と
し
て
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
て
 

い
ま
す
。
 

て
置
こ
う
。
大
切
に
 

盛
衰
は
か
か
る
邑
に
も
蛍
と
ぶ
 

こ
の
邑
の
闇
を
有
情
に
初
蛍
 

青
春
は
か
な
た
と
な
り
し
初
蛍
 

一 

歩
 

蛍
火
と
い
ふ
は
冷
め
た
き
色
な
り
し
 

蛍
に
長
居
こ
、
ろ
の
育
ち
を
り
 

捕
へ
た
る
蛍
を
闇
に
返
し
け
り
 野

 

火
 

闇
に
丙
る
事
を
忘
れ
て
蛍
狩
 

暮
れ
さ
う
で
な
か
ノ
、
暮
れ
ぬ
蛍
川
 

朝
冷
ゆ
る
日
は
蛍
の
よ
く
出
る
と
 

聖
 

子
 

蛍
を
翻
た
せ
る
風
の
生
れ
て
来
し
 

鉄
橋
を
渡
る
汽
車
の
灯
蛍
消
す
 

蛍
火
や
対
岸
闇
を
美
し
く
 

雨
 

蛍
火
の
流
る
、
よ
う
に
す
れ
違
ひ
 

蛍
の
闇
の
広
す
ぎ
淋
し
け
れ
 

蛍
を
草
に
放
ち
て
帰
り
け
り
 

亭
 

み
つ
子
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七

月

一

日

か

ら

三

十

一

日

ま

で

は

、

同

和

 

問

題

啓

発

強

調

月

間

で

す

。

私

た

ち

一

人

ひ

 

と

り

が

同

和

問

題

を

自

分

自

身

の

問

題

と

し

 

て

、

家

庭

で

、

地

域

で

考

え

、

話

し

合

っ

て

 

い

た

だ

く

た

め

、

表

の

よ

う

な

諸

行

事

を

行

 

い
ま
す
。
 

こ
の
期
間
に
同
和
問
題
を
も
う
一
度
見
つ
 

め
直
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

7月は 「同和問題啓発強調月間」 です 

表
 

事
 

一丁 ‘イ の
 

中
 

間
 

月
 

項目 実施 日 実 施 場 所 等 

街
 

頭
 

啓
 

発
 

7月1日囲 
赤池駅、町内四保育所、ショッピングセンター 

あかいけ、ス一パーダイコー前で同和問題に関す 

る正しい理解を深めていただくために行います。 

7月1日団 

" 15日国 

" 27日困 

町内全域にわたり、町広報車で、同和問題の啓 

蒙啓発活動を行います。 

講
演
会
 

7月23日田 

13時30分から 

赤池町同和対策中央研修所で同和間題の講演会 
を行います。 多数の皆さんのご参加を、お願いし 

ます。 
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ー

 

終
列
車
光
り
の
帯
や
遠
河
鹿
 

こ
の
道
の
カ
ー
プ
の
光
の
蛍
か
な
 

ロ
ー
力
ル
の
ホ
ー
ム
の
側
の
水
田
か
な
 

操
 

川
べ
り
に
蛍
待
ち
居
て
姫
女
苑
 

蛍
待
つ
闇
に
木
の
精
来
る
ら
し
や
 

田
鶴
子
 

子
レ
g

レ
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レ
4

レ
4
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レ
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レ
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レ
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みんな集れ．ク 

「町民プール」開き 

き 

7 月21日～8月31日 

10時から18時まて、 

大人（高校生以上） 

100 円 

こども（中学生以下） 

50 円 

☆開場期間 

☆開場時間 

☆料 金 

.
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蛍
火
の
葦
間
に
ふ
え
て
ゆ
く
さ
ま
を
 

葦
の
間
を
風
し
な
や
か
に
初
蛍
 

蛍
の
暮
色
に
覚
め
て
と
も
り
初
む
 

駒
 
女
 

草
眠
る
闇
の
深
さ
を
蛍
飛
び
 

蛍
火
や
静
か
な
恋
の
は
じ
ま
れ
り
 

蛍
の
つ
か
ず
離
れ
ず
二
つ
か
な
 

は
る
の
女
 

瞬とて鳳盛難級 
‘、ご’ Iぐ’．み 
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国保で守る 

みんなの健康 
‘．~ 一

 

あなたの医療費は 

どれ位かご存知ですか？ 

、

‘

、

‘

!

‘

・

ー

 

、・●‘・‘・ 

医
療
費
は
利
用
率
の
増
加
や
医
学
医
 

術
の
進
歩
、
高
度
の
医
療
機
械
の
普
及
 

な
ど
に
よ
っ
て
年
々
増
え
て
き
て
い
ま
 

す。 福
岡
県
の
国
保
の
医
療
費
は
、
昭
和
 

五
十
六
年
度
で
は
、
一
人
平
均
年
間
で
 

十
三
万
五
千
円
、
老
人
で
は
、
四
十
九
 

万
八
千
円
の
医
療
費
が
使
わ
れ
て
い
ま
 

す。 こ
れ
は
、
十
年
前
に
比
べ
て
約
六
倍
 

に
も
な
り
ま
す
。
 

日

頃

か

ら

健

康

 

に

気

を

つ

け

ま

し

ょ

う

 

国
保
財
政
は
あ
な
た
の
家
計
と
同
じ
 

で
す
。
病
人
が
増
え
、
医
療
費
が
多
く
 

な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
〔
国
 

保
税
〕
を
み
ん
な
で
出
し
合
わ
な
け
れ
 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

あ
な
た
は
日
頃
か
ら
健
康
に
注
意
し
 

て
ま
す
か
。
 

のの●⑩〇のO0 

あ
な
た
の
ち
ょ
つ
と
し
た
心
が
け
が
 

あ
な
た
の
家
計
を
助
け
る
よ
う
に
、
あ
 

な
た
の
健
康
へ
の
注
意
や
国
保
へ
の
理
 

解
が
、
国
保
の
財
政
を
助
け
る
の
で
す
o
 

。
各
種
検
診
に
は
積
極
的
に
参
加
し
、
早
期
発
見
、
早
期
 

受
診
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
 

。
急
病
な
ど
緊
急
の
場
合
を
除
い
て
、
で
き
る
だ
け
診
療
 

時
間
内
に
受
診
 

し
ま
し
ょ
・
フ
。
 

O
深
夜
、
休
日
、
 

時
間
外
に
受
診
 

す
る
と
次
の
料
 

金
が
加
算
さ
れ
 

ま
す
。
 

区 分 初 診 再 診 

時間外 600円 500円 

休 日 1800円 1500円 

深 夜 3600円 3600円 

国
民
年
金
の
保
険
料
 

は
納
め
ま
し
た
か
 

七
月
は
国
民
年
金
保
険
料
の
第
一
期
 

分
（
四
月
・
五
月
・
六
月
分
）
の
納
付
 

期
限
で
す
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
厚
生
年
金
 

な
ど
の
保
険
料
が
給
料
か
ら
天
引
き
さ
 

れ
る
の
と
異
な
り
、
自
分
で
納
め
な
け
 

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

保
険
料
の
納
付
が
滞
り
ま
す
と
、
金
 

額
が
多
く
な
り
納
め
に
く
く
な
り
ま
す
 

し
、
納
付
期
限
か
ら
二
年
を
過
ぎ
る
と
 

時
効
に
よ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
 

、 

く
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
未
納
の
期
間
が
あ
り
ま
す
と
 

不
慮
の
事
故
に
よ
る
障
害
年
金
や
母
子
 

年
金
は
も
と
よ
り
、
将
来
、
老
齢
年
金
 

を
受
け
る
た
め
必
要
な
納
付
期
間
が
不
 

足
し
て
年
金
を
受
給
で
き
な
く
な
り
、
 

生
活
の
支
え
を
失
な
う
こ
と
に
も
な
り
 

か
ね
ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
き
ち
ん
と
 

納
め
、
将
来
、
年
金
を
も
ら
え
る
権
利
 

を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
 

1 

保険料を納められない人は 

免除の手続きを 

国
民
年
金
に
必
ず
加
入
 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
 

で
、
生
活
が
苦
し
く
て
保
 

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
 

難
な
人
や
、
生
活
保
護
な
 

ど
を
受
け
て
い
る
人
に
は
 

保
険
料
の
免
除
と
い
う
制
 

度
が
あ
り
ま
す
。
 

保
険
料
の
免
除
を
受
け
 

て
い
る
期
間
は
、
保
険
料
 

を
納
め
な
く
て
も
、
国
が
 

一
般
財
源
で
負
担
し
て
保
 

険
料
を
納
め
た
と
き
の
一
1
1
 

分
の
ー
の
年
金
額
を
保
障
 

し
て
い
ま
す
。
 

免
除
を
受
け
て
お
れ
ば
、
将
来
の
年
 

あ
 

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
 

報
 

広
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工ンゼルクイズ

【第86回出題】 

エンゼルは天使のつかいですこ妥 

あなたに幸ありますよう‘・ 

【問題】 

下の文章のロの中に語句を入れ、文章を 

完成させてください。 

選挙人名簿に登録されている人は、原則と 

して各登録基準日に市町村の区域内に住所が 

あり、満回歳（選挙が行われるときは、そ 

の選挙の日に満回歳）以上の日本国民であ 

り、市町村において住民票が作成された日か 

ら引き続き回 力月以上、市町村の住民基本 

台帳に記録されている人である。 

【応募の要領】 

答を官製ハガキに記入のうえ7 月15日まで 

に赤池町役場総務課文書広報ェンゼルクイズ 

係までお送りください。なお住所、氏名を明 

記してください。抽せんで正解者3人に記念 

品を贈ります。 

【第85回の解答】 

① =B ② =A ③ =A ④ =A 

【正解者】 

前回の応募総数10通のうち正解は8 通でし 

た。厳正な抽せんの結果、次の3人の方に記 

念品を贈ります。 （敬称略） 

ト居原 信行（昭和町） 

ト松木ユキエ（中町団地） 

ト馬場 義輔（南町団地） 

5月末日住民登録 q 

（前月比） 
口 9.670( -6 ) 
l 4,602( -5 ) 
: 5,068( -1 ) 
F数 3,195( +6 ) 

又月編祉1鉢無ゴ難秤鴫夢1

、
 

・し か
 

一
 

地
域
活
動
の
推
進
に
よ
る
 

少
年
の
非
行
防
止
と
更
生
の
援
助
を
姦
い
）
緯
 

第
三
十
三
回
 

襲
ニ
十
三
回
“
社
会
を
明
る
く
す
る
 

運
動
”
が
、
七
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
 

ま
で
の
ー
カ
月
間
、
全
国
各
地
で
展
開
 

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

本
年
度
の
重
点
目
標
は
「
地
域
活
動
 

の
推
進
に
よ
る
少
年
の
非
行
防
止
と
更
 

生
の
援
助
」
、
統
一
標
語
は
「
防
ご
う
 

非
行
、
助
け
よ
う
立
ち
直
り
」
と
決
定
 

し
ま
し
た
。
 

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
人
び
と
が
 

犯
罪
の
防
止
と
不
幸
に
し
て
罪
を
犯
し
 

た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
に
つ
い
て
理
解
 

わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
 

こ
う
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。
 

ル
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
ク
 

特
に
、
近
年
、
中
学
生
に
よ
る
非
行
 

を
は
じ
め
と
し
て
、
少
年
非
行
が
増
勢
 

傾
向
を
強
め
、
戦
後
第
三
の
、
し
か
も
 

最
大
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
旨
指
摘
 

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
非
行
や
 

犯
罪
を
防
ぎ
、
ま
た
、
そ
の
立
ち
直
り
 

を
図
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
携
わ
る
関
 

係
者
の
み
な
ら
ず
、
家
庭
、
学
校
、
職
場
 

さ
ら
に
は
地
域
社
会
の
す
べ
て
 

の
人
び
と
の
協
力
が
必
要
で
す
。
 

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
 

社
会
は
、
す
べ
て
の
人
び
と
が
 

望
ん
で
い
る
も
の
で
あ
り
、
言
 

う
ま
で
も
な
く
、
犯
罪
や
非
行
 

は
社
会
の
中
か
ら
除
去
さ
れ
な
 

一

 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
、
だ
か
ら
と
 

言
っ
て
、
犯
罪
や
非
 

行
を
し
た
人
び
と
を
 

憎
み
嫌
っ
て
、
刑
を
 

終
え
た
あ
と
、
あ
る
 

い
は
猶
予
さ
れ
て
社
会
の
中
で
暮
ら
し
 

て
い
る
人
び
と
を
白
眼
視
す
る
だ
け
で
 

は
、
問
題
は
解
決
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
 

は
か
え
っ
て
彼
ら
を
再
犯
・
再
非
行
に
 

追
い
や
る
こ
と
に
な
り
、
い
つ
ま
で
た
 

っ
て
も
社
会
か
ら
犯
罪
や
非
行
を
な
く
 

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

彼
ら
が
な
ぜ
犯
罪
や
非
行
に
陥
っ
た
 

非行は夏に芽生える 

金
を
受
け
る
権
利
が
確
保
さ
れ
ま
す
し
 

あ
と
で
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
と
き
 

十
年
前
の
分
ま
で
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
 

当
時
の
保
険
料
で
追
納
す
る
こ
と
が
で
 

き
ま
す
。
 

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
ぜ
 

ひ
保
険
料
の
免
険
制
度
を
活
用
し
て
く
 

だ
さ
い
。
 

こ
の
免
除
の
手
続
き
は
七
月
末
日
ま
 

で
に
申
請
す
れ
ば
、
今
年
四
月
分
か
ら
 

来
年
三
月
分
ま
で
の
一
年
分
の
保
険
料
 

が
免
除
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
目
に
役
場
 

国
民
年
金
係
で
免
除
の
手
続
き
を
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な
 

ど
の
任
意
加
入
の
人
に
は
、
こ
の
免
除
 

制
度
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

の
か
、
そ
の
原
因
や
背
景
を
見
極
め
、
 

適
切
な
手
だ
て
を
講
じ
て
、
犯
罪
や
非
 

行
の
発
生
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
立
ち
直
 

ろ
う
と
す
る
人
び
と
を
援
助
し
、
彼
ら
 

が
再
び
あ
や
ま
ち
を
繰
り
返
す
こ
と
の
 

な
い
よ
う
に
さ
せ
る
、
こ
の
よ
う
な
積
 

み
重
ね
こ
そ
が
、
結
局
は
、
社
会
か
ら
 

犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
こ
と
に
つ
な
が
 

る
わ
け
で
す
。
 

、

ー

、

 

『水』は限りある 

資源です。 

節

水

の

 

お

ね

が

い

 

水
が
わ
た
し
た
ち
の
 

暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
 

大
切
な
“
生
命
の
源
ル
 

で
あ
る
こ
と
は
、
い
ま
 

さ
ら
言
う
ま
で
も
あ
り
 

ま
せ
ん
。
 

夏
場
は
、
グ
ラ
フ
の
 

よ
う
に
一
年
の
う
ち
で
 

も
最
も
水
を
多
く
使
う
季
節
で
す
。
 

水
の
使
用
量
が
急
増
し
ま
す
と
断
 

水
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
 

節
水
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
の
 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

ま
た
、
水
道
管
の
漏
水
を
発
見
 

し
た
ら
、
役
場
水
道
課
ま
で
ご
連
 

絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

一 

水道給水量の月別推移（昭和57年） 
【
 

】
 

(4
。 

つ」 

1
 

l

lI 月 7
月
 

月 3
月
 

1
月
 

水
道
課
 

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
働
き
か
け
は
 

単
に
国
の
専
門
機
関
だ
け
で
で
き
る
も
 

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
住
民
の
一
 

人
ひ
と
り
が
互
い
に
温
か
い
人
と
人
と
 

の
つ
な
が
り
を
作
り
、
連
帯
し
、
協
力
 

し
て
こ
そ
可
能
に
な
る
も
の
で
す
。
 

赤
池
町
青
少
年
問
題
協
議
会
 

赤
池
町
保
護
婦
人
会
 

赤
池
町
更
生
保
護
婦
人
会
 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

 

赤
池
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
 

五
月
ニ
十
二
日
の
年
次
総
会
に
際
し
 

ま
し
て
は
、
多
大
な
御
高
配
を
賜
り
厚
 

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

東
小
百
合
と
会
津
社
中
の
歌
と
踊
り
 

も
盛
大
に
開
催
で
き
ま
し
た
。
 

先
般
来
の
物
品
販
売
の
益
金
は
、
 
一 

万
四
百
六
十
円
あ
り
ま
し
た
。
 

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
の
ほ
 

り
「
、
、
 

ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

【
賛
助
会
費
】
 

役
場
課
長
会
二
十
五
人
（
翻
“
）
五
万
円
 

【
香
典
返
し
】
 【休 館 日】 I【演 芸 日】 

【篤懸讐f毎日 ~ 31 ごと相談日】 
7月器忍かり i 7 17 27I F 1~ --’後3時 

ノ 

金金金金金 

封
 
船
津
 
シ
マ
 

封
 
相
良
マ
ツ
エ
 

（
西
町
）
 

（
南
町
）
 

封
 
宮
野
千
鶴
雄
 

（
伏
原
）
 

封
 
辛
嶋
 
薫
 

（
稲
荷
）
 

封
 
安
武
 
澄
江
 

（
薬
王
寺
）
 

〔
六
月
十
七
日
現
在
、
敬
称
略
〕
 

け
 


